
ヂ
成
一
一
年
皮
の
事
耕
地
は
、
一
一
十
一
世
紀
へ
の
昨
仙
波
し
♂
耕

平
塚
市
総
合
計
似

H
O
T
ブ
ラ
ン
幻
湖
南
ひ
ら
つ
か
」

の
似
つ
の
紋
を
中
心
に
滋
め
ま
す
。

ー
帥
階
段
と
生
き
が
い
に
満
ち
た

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
潮
市
閉
め
都
市
{
砕
い
治
、
い
裕
社
環
境
づ
く
り
)

2

多
様
な
燦
業
と
技
術
を
創
出
す
る

活
力
あ
る
制
問
中
期
的
都
市
(
出
開
業
、
山
間
前
環
境
、
っ
く
ワ
)

3
m
Mか
な
人
間
性
と
文
化
を
は
ぐ
く
む

魅
力
あ
る
制
衡
の
都
市
(
殺
品
目
、
丈
化
総
統
づ
く
つ
}

4

抑
制
市
治
動
と
内
日
然
が
澗
和
し
た

品
川
端
地
な
初
出
聞
の
都
市
九
都
市
線
機
づ
く
り
)

嘩
叫
臨
ん
H

公
例
経
倣
引
業
は
、
来
年
比
仲
の
完
成
告
日
銀
し
、

総
合
体
行
館
や
ふ
れ
あ
い
動
物
問
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

の
終
備
を
進
め
ま
す
。

品
噛
「
刷
削
川
閉
め
尖
術
・
品
ん
」
を
子
i
?
に
、
市
民
的
災
術
文

化
的
殿
没
と
し
て
怨
殺
を
進
め
て
い
る
災
術
館
は
、
米
年

必
の
倒
銃
一
ナ
ム
廷
で
す
や

品
噛
湘
街
丘
陵
町
「
平
塚
ぱ
ら
の
丘
ハ
イ
テ
ク
パ

1
7柿
総
」

の
一
つ
神
奈
川
県
新
燦
業
総
人
口
研
究
所
は
、
立
泌
が
内
対

比
滋
む
よ
う
以
と
の
協
議
を
問
問
り
ま
す
。
ま
た
、
郡
小
開
成

隊
幹
線
中
心
路
の
都
市
計
開
化
を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、
八

機
神
社
土
経
線
街
路
町
用
地
取
得
等
を
進
め
ま
す
。

噛
市
民
病
院
は
、
昨
年
十
…
丹
、
内
向
皮
絞
叫
相
似
療
情
抽
出
棋
を

側
、
え
た
新
絡
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
P

引
事
統
器
、
本
館

と
交
滋
教
訓
品
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行
い
、
十
バ
に
は
ベ
ッ

ド
数
五
灯
出
陣
が
山
心
成
し
ま
す
。
ま
た
、
継
続
併
設
で
工
事

を
進
め
て
い
る
従
宅
制
批
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
手
塚
一
桑

原
ホ
!
ム
」
も
、
米
和
十
お
に
は
ヂ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
、

ホ
i
ム
へ
ん
ブ
サ
ー
ビ
ス
併
殺
の
拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

輔
教
行
施
設
で
は
、
移
い
粧
す
る
た
め
工
事
を
進
め
て
い
た

穴
沢
小
学
校
の
校
合
が
完
成
し
、
秋
に
は
新
し
い
校
A

札口で

授
殺
が
始
ま
り
ま
す
か
ま
た
、
鳩
山
塙
m凶
h

内
総
と
体
行
総
を

刈
刺
殺
し
た
新
神
間
関
公
民
織
を
松
設
し
ま
す
。
行
少
年
育
成

械
設
は
、
抑
制
山
門
に
叶
こ
ど
も
の
山
本
し
を
総
ぷ
し
ま
す
。

暢
継
続
事
滋
で
進
め
て
い
る
新
港
は
、
本
体
修
築
事
業
と

併
せ
て
、
問
問
防
波
間
悩
新
設
工
事
に
泊
予
し
ま
す
命
ま
た
、

問
問
一
バ
ニ
イ
九
日
か
ら
行
わ
れ
る
サ
!
?
山
則
的
イ
ベ
ン
ト
昔
、

平
級
会
場
で
繰
ワ
広
げ
ま
す
t

日
中
一
戦
七
ゲ
ま
つ
り
は
、
今

年
内
ト
凶
n
M
を
山
唱
え
る
た
め
、
十
沌
災
を
日
出
り
ま
す
。

{
平
成
一
一
年
茂
子
幻
に
つ
い
て
は
広
報
紙
m
m
バ
ト
五
日
以
ぢ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

迎
え
た
平
城
市
は
、
制
附
溺
の
中
級

制
州
市
と
し
て
版
湘
酬
な
渉
み
を
統
げ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
市
町

長
い
脱
出
先
を
文
、
λ
て
こ
ら
れ
た
先

人
た
ち
の
ご
努
力
と
そ
れ
を
受
け

織
が
れ
て
い
る
二
十
間
万
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
尽
力
の
開
刷
物
と
、

心
か
、
い
え
拙
溺
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
一
一
一
月
定
例
会
に
お
い
て

俄
況
な
ご
都
議
を
い
た
だ
き
ふ
決

さ
れ
ま
し
た
平
成
一
一
年
皮
治
初
予

算
は
、
六
百
三
十
一
一
一
悠
問
の
一
般

会
計
と
九
つ
の
特
別
会
計
、
病
院

事
業
会
討
を
合
わ
せ
、
総
制
服
…
千

一
一
清
一
一
一
十
一
一
一
俄
六
千
一
一
百
万
内
余

の
続
税
と
な
り
ま
し
た
。

九
十
年
代
の
鮮
側
け
と
な
る
今

年
度
は
、
新
平
塚
市
総
合
計
測
の

一
一
一
年
自
に
あ
た
り
、
総
合
公
開
削
務

掛川市
Y
殺
を
は
じ
め
市
民
病
院
の
改

修
や
泊
先
術
館
の
即
時
設
な
ど
、
い
く

つ
か
の
主
襲
名
殺
が
光
成
し
ま

す
。
杏
ら
に
間
近
に
巡
っ
た
二
十

一
俊
紀
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
浪
姿

な
一
事
業
に
本
格
的
に
敬
η，d
閥
臨
ん
で

ま
い
ワ
ま
す
。

m
h
N
か
ら
間
開
催
b

守
れ
る
サ
i
7

m
刊
の
地
滅
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
と

な
る
平
問
掃
除
燃
は
、
「
期
間
市
間
?
リ

ン
リ
ゾ
ー
ト
プ
ラ
ン
L

と
し
て
、

加
仰
の
災
滋
等
、
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
を
目
指
し
た
凋
去
、

研
究
在
進
め
て
ま
い
り
ま
す
P

ま

た
、
「
湖
南
平
r
A
i
ラ
ン
ド
プ

一
ア
ン
」
明
、
は
、
授
か
な
総
と
優
れ

た
眺
望
的
湖
南
平
と
そ
の
周
辺
に

お
然
、
波
法
、
隆
史
、
文
化
が
体

験
で
き
る
よ
う
務
本
的
な
設
討
を

強
進
し
ま
す
。
杏
ら
に
、
中
心
市

街
地
で
は
、
昨
年
、
事
業
が
由
完
了

し
た
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
ひ
ら
つ
か
幻
」

に
町
出
器
縦
き
「
湖
南
ユ
i
ユ

l
プ

ラ
ザ
幻
プ
ラ
ン
」
で
首
都
倒
的
近

郊
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、
四
川
伎
と

魅
力
あ
る
磁
業
空
間
同
づ
く
ワ
に
努

め
ま
す
。
外
に
も
訓
附
叫
問
丘
後
や
新

機
内
終
備
を
は
じ
め
C
A
T
V
の

間
H

切
な
ど
、
将
来
的
筑
間
地
を
見
越

し
た
大
切
な
添
題
が
滋
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

郷
土
ひ
ら
つ
か
の
有
形
。
無
形

の
資
源
を
有
効
に
治
問
m
し
な
が
ら

吋
き
ら
め
く
市
持
続
の
ぷ
創
造

と
う
る
お
い
の
湖
南
の
都
市
ひ

ら
つ
か
』
の
将
来
像
の
実
現
の
た

め
、
ぃ
巾
叫
ん
の
み
な
さ
ん
と
の
共
向

作
業
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り



硲らつか

叩
唱
和
刊
円
山
年
波
か
ら
民

7
iト
し
た
新
学
校
山
総
合
計
…
聞

か
円
口

O
Tプ
ラ
ン
幻
湘
中
間
ひ
ら
つ
か
H

を
法
織
に
、
い

ろ
い
ろ
な
多
数
を
披
閲
し
て
い
ま
す
。
?
千
泌
后
和
成
は
叫
脚

ル
出
ブ
エ
ア
と
日
間
帥
吋
~rL
山
附
開
閉
し
た
総
合
公
別
刷
山
内
的
日
本
咋
融
制
聞

や
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
作
阿
波
府
間
際
総
品
川
師
寺
備
え
た
が
民
抑
制
絞

め
新
線
、
来
品
廿
オ

i
ず
ン
す
る
災
術
飯
、
枠
制
滋
的
役
爪
ぶ
な

ど
、
幻
合
紀
へ
向
け
た
火
器
な
お
世
相
が
援
問
附
註
れ
て
い
ま

す
9

そ
れ
で
は
、
写
祝
日
に
よ
る
~
行
政
レ
ポ
i
ト
特
集
」

と
し
て
、
、
況
な
も
の
を
抑
制
介
し
ま
し
ょ
う
。
(
本
誌
は
肉
、

…
?
!
印
刷
の
た
め
M

品
一
月
初
旬
じ
嫌
似
し
た
も
の
で
す
)

( 2) 浴剤i記念特集

1市むi民吃休語強藍的j郷担郷F天械話泌』ケE品占i釘E可丁のノ尺ピ1城減ふる寺とi仏忘
年 5}丹H休本1腎t符了餅館3カがずワ古均d成しました@天城ふるさと広場には、
夫争Wloj主ベ3キャンプjJ.;、翌f主)U晶、多討，j(jJJ;liきがあワ、 l!i
伐のみなさんに11;く殺しまれています。さらに、体育館
の完成により l'j，j犬的場合なども、便利になりましたり

f本rr館i立、鉄筋コンク 1)…ト造 1)平泌総て、縫べ品百fl1
1 ， 336，がで、パスケ~ fポーノレ(1llii)やバレーポーノレ(1 

街〉ができる体育館て'T。またキャンア持5使用 告が雨で
{括らな?いよう、多隠由~*~ノレ (297mづも fif，i立されていま

す。手IjJ羽される方はひらつか天i成IWitへ申し込みを。

055喜一87-1050

(}iJ~小学校は敷地が抜く、校令は昭和17年iこ越てられ

た本法校舎で若桁化が激しく、地元からの格4民的要望も
あり、新しく l~. 'iUtJ'(の余地ぷ校舎の懇話tを進めて L、ます。

校合や体育館、プーんは完成し、 J;iまで℃校総と紋I患の

技術をして 9J)から開校します。新校合にはおい滋線的

時計絡が付けられ、普通教哉の廊下のs$.Li綴自陣式で、多

釘o'Jiニ廊下が事Ijmで器ます。また、斜u在地のため、投合
21'皆から校磁へfH入りするようになっています。

体行鎗付金自公民主n:b¥'完成し、 5月1日からf拍車告しま
す。新しい公民館は、鉄筋コンクリー i、巡り 21時怨てで、
延べ}面積は1，908m'です。 11'皆は気持に利用でi!fる談話ホ
ール、陶iおや染色などができる災関家をはヒめ、体ti袋、
調理13足許容、 ιll'務主主などがあります。 21'暗には、集会京、
会議窓、説耳事'11:宅などが設けられています。地域のみな
さん、お気絡にご利用ください。

修所1'0)忠 平塚市首トj金目吉66 1!:L1{雪58-0101



昭和62年lIJlIニ波予した市民病患主的務備工事{立、第1

段階ぞある最新のお1立医療主主設を俄えた新館が完成しま

した。続いて、判官とめiili救急センターの攻修事業を進

めています。ベソ f'数 5001""円近代的な市民病院にせ:ま

れ変わるのは今年10Jlの予定です匂

)f;朽化のため縫て替え工

事を行っていました都 1ぅjト

照庁舎が完成しました窃怨

物i土、必暗記長性lこ{笹れた鉄筋

コンク 1)_._ト 2s皆4話てで¥

延べ語ilItは191m'てーれ
この場所i立「紋と控室史的

まちづくワ Jに指定されて

し、るため、 i工ド1"'11"1:のThl
9.泣組問イメージを1[;.:')入れ
て、 FJ!まとナ?コ的外I:;在、
詰本;民的総娘、事hU的ンヤ
yター苦i分に安藤広改めC)j(

j毎道五十三次J を1{{iいてい

ます。平塚市都市対霊Q形成

の第 1号ですむ

@所品、j車 平原市、ド塚4

2-

T榔務グ〉事宅街，党2をすー?に紫f持織の懇談が

ま古まつました。場所は、 E盟主罫宣車と滋路一つ挟ん
だヰヒ憾のi語様質工業試験場跡絡で、1万2，677m'

町広さです。

た主主物で、鉄筋コンクリートi輩ry21費者主て、越
ぺ在若手費I立7，814nずです01階は、前提ギャラザ一、
21'晴はアトザエと常設滋ボ窓、念樹展示援に分

かれています。 主義外は、縫E詰と主義タト喜主治場で、

災帯5宣言』立、文化センターとの迷携を弱るため、
彪織や池、アーチ状の滋f長など主体伎を強7却し

イベントやf言E誌の恕いの場舟?として事j渇してい

ただきます。完成は来年楽町予定。

手塚梅I;Hニ新治的3主投が始まりましたe 現

ず1，グ):'1'塚漁港は、河口治ていあるため，t!J絞Jl!J匂

流での取水のi作物を，~ttて、流水 i誌が請しく

f見ドL、漁船的統行が1芭i喰鈍されていたため、

新たに外洋V土を捻z没するものです。

事号立は、本年度から平成 5年までを首~8

次ì({\首長続1~Il，iildjl とし、 6:年司年毛リ}皮主泊か辛ら1ぬ0純勾年一皮まで

をt第i告19次とする1ω0カか為ギ都司z計;百I'J尚i江碕1可4て

宇打[卦良I11丹!'I1和河口巧Jtれ1め I刊河u巧'11川11，謹t際グの')1ほまぽbil正ミi民壬毒線Il←J上にこ18告
臨の来妨i波車ω;泌jえL、その突端かちF封筒に285間(1 
fjjS吉次'J>:!I';lの市民主液誌なとい在総書蒔するもの

です。 り誌は新浴のうと成予想隊

二え

ヂイ・サーピスゴ卒業やホームへノレブサ

ービス事業の拠点として、記長五割jサ…

ピスセンター γドナ託茶飯ホームJ をな野

沼nこ忍;;，設中ですり
鉄筋コンクリート滋ワ地下1f皆、地jニ

3~許証Eてで、M.;ぺi握手虫は 2 ， 356耐てJす。 1

f暗部分子I~、食堂や識者1などが設けられ、

ヂイ・サーピス事業に1>1"つれます o 2>1号
部分i土、介選数窓や日常歯車ljf1<訓練?をで、
'1ハピリや介z謹のみなさんに利用されま
す。 31'皆i土、多fi8'Jフロアなどがあワ、

地域の方々やも首相[主体の}j"々のふれあい

の場となりますφ 完成は来年必の予定。

終術館の完成予懇図 聾輩童貫工務

械は、車"1，630haで、鶏阜の

約 396ha (中原、御殿、間

持、主'U:、機内、大持、錦

之l~~町一奇心は、平成4年

度までに全て完了する予定

てFす。この強輔Hこより渋問

JlI以来的71HTiiむE王者虫2，030，9
7haは症封滞が完了します。tyそ
泊111以E宮内首ljj:jjU忠誠95品a
的事長fJ/liI立、罫¥5)哲nJ，mとし
て、平成3年泣から工事lこ

諸手する予定です&
公共下水畿の上に歩滋

ひ



その土地土地のぞI~1;ちの中から fたまれ、りつがれている片ぱなし。

私たちのまち、F塚にも、まだたくさんの??ぱなしが伐っています。

今年はぷ銭的な駿冬の1;担警暴て寸't(!iij線も早ま号、すでに却の綴はポj

Im-c'す。
のどかな容の a料、桜の花を栄しみながら、手足誌の??ぱなし臨かワ

のよ忠告訪れてみてはいかがですか。器っと、持殺とちがった 'FX事lこ出

会うことでしょう。きあ 7'Yプをy，r'にJ民投げましょう。
鎗緩藤議議謬繁繁務懇数警襲 寺 1")り l立 尽rJと民主ゴし 1 も コえ:け jJIJ {却でが与野

れjit;饗鰻襲撃警 護持議長討をき以刊は三iiS23
φ 潟、灘f務議緩畿除名媛襲警 ピ総 たの j抑制しのいしなつえ正を 、てが、るおがめj'，j'i，ぺ
い小欝繍欝齢ニチヱ強務 長警護"!JLJ と敗滋く 1J正わて式てり互い、ほ iヰおこ大約りは

辺 k機開労長引プ一一ぇ翠警 の 11予}がな i品れお J: 士すマリとを勢とにた
?長E沿畿が勺初私議議~主ばま巡りに、いだ、しなないたのに液っし来び

霊 会巧議霊長援す管室 ;ih主主f空軍手せ支丈こを主主年主主し三三て5
主 党群議欝J主認霊平号ん 主意ぴfんた22今守主 え祭堅持之主哲まff:返
し でご五塁手油機竺端麗麟 伐の 1;監 とは 1"] く で泣しだは いめたおの
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